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ネッ クークカメラ 

設置説明書 

お質い上げいただをありがとラございまず。 

お客様へ 

本製品の取0付けには、確実な作業び必要になります。 

必ず、販売店や工事店に依頼して、安全性に充分考慮して確実な取0 
付けを行ってください。 


I A 班化 I電気製品は、安全のためのを意事項を守5ないと、火災 
I 一一° |や人身事故になることびあります。 

この設置説明書には、事故を防ぐための重要なま意事項と製品の取り 
扱いかたを示していまず。この設置説明書をよくお読みのラえ、製品 
を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつでち見5れる 
ところに必ず保管してください。 

■ ロミ L A SuperExwave TM 
SNC-CS50N/CS50P 


© 2005 Sony Corporation Printed in japan 


お問い合わせは 

r ソニー業務用商品相談窓□のご案内」にある窓□へ 

ソニー 株式舍社 〒 1 08-0075 東京都港区港南1 -7- 1 

http :// www . sony . co . jp / 


ま全のために 


ソニー 製品は正しく使用すれば事故び起きないよラに、安全には充分 
配慮して設計されています。しかし、電気製品は、まちびった使いか 
たをすると、火災や感電などにより死亡や大けびなど人身事故につな 
びることびあり、盾:険です。 

事故を防ぐために次のことを必ずお守0ください。 

• 安全のためのミ主意事項を守る。 

• 長期間、安全にお使いいただ<ために、定期点検をすることをおすす 
めします。点検の内容や費用については、お買い上げ店または ソニー 
業務用商品相談窓□に相談する。 

• 故障したら使わずに、お買い上げ店または ソニー 業務巧商品相談窓口 
に修理を依頼する。 


警告表示の意味 

この設置説明書および製品では、次の 
よつな表术をしています。表术の内容 
をよく理解してか5本文をお読みくだ 
さし、。 

この表示のま意事項を守5ないと、火災 
や感電などによ0死 t や大けびなど人身 
事故につなびることびあります。 

於ミ主思 I 

この表示のま意事項を守5ないと、感電 
やその他の事故によ0けびをしたり周辺 
の物品に損害を与えたりすることびあり 
ます。 


ま意を促す記号 

底 A 

ル災 感電 

行為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 分解禁止 

めれ手禁止 

行為を指示ずる記号 

〇 

ホ日刀^ 


下記の注意を守!5なし、と、义災ゃ感電、 
落下により死 t や大 けがにつ ながるこ 
^ 心 とびありまず。 

火災 感電 


設置は専門の工事業者に依頼ずる 

〇 設置については、必ずお買い上げ店または ソニー 業務用商 

品相談窓口にご相談ください。 

J 旨/巾 壁面や天井など高所への設置は、本機と取り付け金具を含 

む重量に充分耐え5れる強度びあることをお確かめの上、 
確実に取り付けてください。充分な強度びないと、落下し 
て大けがの原因となります。 

また、 ] 年に一度は、取り付けびゆるんでいないことを点 
検してください。また、使用状況に応じて、点検の間隔を 
短くしてください。 


製品の設置は充分な強度のある場所に取り付ける 

〇 強度の不充分な場所に設置すると、落下、転倒などによ 

り、けびの原因となります。 

指示 


機器や部品の取り付けは正しく行ラ 

〇 機器や部品の取り付け方や、本機の分離 • 含体の方法を誤 
ると、本機や部品び落下して、けびの原因となることがあ 
指示 0ます。 

設置説明書に記載されている方法に従って、確実に行って 
<ださい。 


不安定な場所に設置しない 

0 次のよラな場所に設置すると倒れたり落ちたりして、けび 
の原因になることびあります。 

禁止 • ぐ5ついた台の上 
• 傾いたところ 
• 振動や衝撃のかかるところ 

また、設置•取り付け場所の強度を充分にお確かめくださ 
しん 


A 注意 


下記のを意事項を守5ないと、 け かをしたり周辺 
の物品に續害を与えたりずることがありまず。 


指定された電源コードや AC 電源アダプター、接続ケー 
ブルを使う 

〇 設置説明書に記されている電源コードや AC 電源アダプター、 
接続ケーブルを使わないと、火災や故障の原因となることびあ 
指示 0ます。 


指定された電源電圧で使用ずる 

〇 指定されたものと異なる電源電圧で使用ずると、火災や感電の 

原因となります。 

指示 


雨のあたる場所や、油煙、湯気、湿気、ほこりのをい場所 
には設置しない 

0 上記のよラな場所やこの設置説明書に記されている使用条件政 
がの環境に設置すると、火災や感電の原因となることがあ0ま 
禁止 す。 


電源コードや接続ケーブルを傷つけない 

0 電源コードや接続ケーブルを傷つけると、火災や感電の原因と 

なります。 

禁止 • 電源コードを加工した0、傷つけた0しなし、 

• 電源コードに重い物をのせたり、引っ張った0しない 
• 電源コードを熱器具に近づけた0、加熱した0しない 
• 電源コードを抜<とさは、必ずプラグを持って抜< 


分解や改造をしない 

® 分解や改造をずると、火災や感電、けがの原因となることがあ 

0ます。 

分解禁止内部の点検や修理は、お買い上げ店またはソニー業務巧商品相 
談窓口にご依頼ください。 


直射日光に当たる場所、熱器具の近くには置かない 

0 変形したり、故障した0するだけでなく、レンズの特性により 
乂災の原因となることがあ0ます。特に、窓際に置くときなど 
禁止 はごま意 < ださい。 


内部に水や異物を入れない 

0 水や異物び入ると、火災の原因となります。 

万一、水や異物び入ったとさは、すぐに本機び接続されている 
禁止 電源供給機器の電源コードや DC 電源コード、本機の接続ケー 

ブルを抜いて、お買い上げ店またはソニー業務用商品相談窓 □ 
にご相談ください。 


フ□ントカバーやケーブルカバーはしっかりと固定し 
て使用ずる 


〇 


フ n ントカバー やケーブル カバーを ネジでしっかり固定しない 
と、落下してけびの原因となることびあります。 

また、 ] 年に一凰ま、取り付けびゆるんでいないことを点検し 
てください。また、使用状況に応じて、点検の間隔を短くして 
<ださい。 


持ち運び、取り付け時にフ□ントカバーやケーブルカ 
バーだけを持たない 

0 持ち運び、取り付け時にフ□ントカバーやケーブルカバーだけ 
を持つと、力^ラ本体びずれて落下し、けびの原因になること 
禁止 びおります。 


めれた手で電源プラグをさわ!5ない 

/ Cf |\ めれた手で電源プラグを抜き差しすると、感電の原因となるこ 

とびあります。 

めれ手禁止 


• Adobe 、 Acrobat および Adobe Reader は 、 Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社)の商標です。 

• " IPELA " および■口 E し A は、ソニー株式会社の商標です。 


ほ用上のごを意 


データ. セキュリティについて 

• ネットワークカメラを使用することによ0、インターネットを通じて容 
易にカメラ映儘にアクセスすることびできます。一方で第兰者によ0 
ネットワークを通じてモニタリング画像および音声を閲覧、使用等され 
る可能性びあ0ます。ネットワークカ方ラの設置およびご利用について 
は、被写体のプライバシー、肖像権などを考慮のラえ、お客様の責任で 
行ってください。 

• ネットワークカ^ラへのアクセス権限は、ユーヴー名およびパスワード 
を設定することによ0行われます。それ上の力^ラによる認証作業は 
行われません。 

• 諸事情による本ネットワークカ方ラに関連するサービスの停止、中断に 
ついて、ソニーは一切の責任を負いません。 

• ワイヤレス LAN をご使用時にはセキュリティの設定をすることび非常に 
重要です。セキュ U ティ対策を施さず、あるいはワイヤレス LAN の仕様 
上やむを得ない事情により、セキュリティの問題び発生してしまった場 
合、弊社ではこれによって生じたあ5ゆる損害に巧する責任を負いかね 
ます。 

• 必ず事前に記録テストを行い、正常に記録されていることを確認してく 
ださい。本機や記録ディア、外部ストレージなどを使用中、万一これ 
5の不具合により記録されなかった場含の記録内容の補償については、 

ご容赦ください。 

• お使いになる前に、必ず動作確認を行ってください。故障その他に伴ラ 
営業上の機含損失等は保証期間中および保証期間経過懐にかかわ5ず、 
補慣はいたしかねますのでご了承ください。 

• 本製品の使用によりデータび消失した場合でを、データの保証は一切い 
たしかねます。 

使用-保管場所について 

非常に明るい被写体(照明や太陽など)を長時間にわたって撮影しないでくだ 
さい。また、次のよラな場所での使用および保管は避けてください。故障の 
原因とな0ます。 

• 極端に暑いところや寒いところ（使用温凰ま0む〜+己0で） 

• 直射日光び長時間あたる場所や暖房器具の近く 
• 強い磁気を発するちのの近く 
• 強力な電波を発するテレビやラジオの送信所の近く 
• 強い振動や衝擊のあるところ 
• 湿気、ほこりの多いところ 
• 雨のあたるところ 

• 壁光なや窓の反射の影響を受けるところ 
• 不安定な照明の下(フリッカーを起こします。） 


放熱について 

動作中は巧などで包まないでください。内部の温度び上びり、故障や事故の 
原因とな0ます。 

輸送について 

輸送するときは、付属のカートンとクッション、または同等品でお包し、強 
し、 衝撃を与えないようにしてください。 

お手入れについて 

• レンズや光学フイルターの表面に付着したごみやほこ0は、ブ□アーで 
もってください。 

• 外装の巧れは、乾いたやわ5かい布で軽く拭を取ってください。巧れび 
ひどいとさは、中性洗剤溶液をかし含ませた巧でちれを拭さ取ったあ 
と、か5ぶをしてください。 

• アルつール、ベンジン、シンナー、殺虫剤など揮発性のものをかける 
と、表面の仕上げをいためたり、表示び消えた0することびあります。 


レーザー ビームについてのごミち意 

レーザービームは CCD に損傷をちえることびあります。レーザービーム 
を使用した撮影環境では、 CCD 表面にレーヴービームび照射されないよ 
ラに充分ま意してくださし、。 


CCD 特有の現象 


撮影画面に出る下記の現象は 、 CCDCCharge Coupled Device ) 特有の現 
象で、故障ではありません。 


白 点 

CCD 撮像素テは非常に精密な技術で作5れてしほすび、宇亩線などの影響に 
よ0、まれに画面上に微小な白点び発生する場含びあ0ます。 

これは CCD 撮儘素テの原理に起因するもので故障ではありません。 

また、下記の場含、白点び見えやすくなります。 

• 高温の環境で使用するとさ 
•ゲイン傭戲を上げたとき 

スジ現象 

強いスポット光やフラッシュ光などを撮影したときに、画面上に縦線や画乱 
れび発生ずることびあ0ます。 

巧り返しひずみ 

細かい模様、線などを撮影すると、ぎざぎざやち5つをび見えることびあり 
ます。 


特長 


本機は 、 Super Exwave tm CCD sensor V 3 型 CCD を採巧したネットワー 
クカメラです。 本機の特長は次のとおりです。 

• 高感度(最低被写体照度： 0.41 x 、 F 1.0) 

• 白黒/カラー切0換えのでをるデイ/ナイト機能 
• ホワイトバランスの自動追尾ち式 ( ATW / ATW - PRO ) とワンプッシュ 
モードを搭載 

• JPEG / MPEG 4/ H .264 の3つの映像圧縮方式(ビデオコーデック）を採用 
• シングルコーデック、デュアルコーデックの動作モードを選択可能 
• 1台のカメラ画像を20人までのユーヴーび同時に閲覧可能 
• カメラの高画質ライブ画儘を最大毎秒30フレーム ( SNC - CS 日 ON )、 また 
は25フレーム ( SNC - CS 日 0 P ) でモニタリング可能 
• 曰付/時刻を画像にスーパーインポーズすることびでさます。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議含 ( VCCI ) の基準に基 
づくクラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波巧 
害を引き起こすことびあります。この場合には使用ちび適切な対策を講 
ずるよラ要求されることびあ0ます。 


付属の説巧書について 


CD - ROM マニュアルの使いかた_ 

付属の CD - ROM には、本機のユーザーガイド(日本語、英語、フランス語、 
ドイツ語、スペイン語、イタ U ア語、中国語)び PDF 形式で記録されていま 
す。 

準備 

付属の CD - ROM に収録されているユーヴーガイドを使用するためには、 
下のソフトウェアびコンピューターにインストールされている必要びありま 
す。 

Adobe Reader 6.( M 上 

Adobe Reader びインストールされていない場合は、次の URL か5ダウン 
□ー ドでさます。 

http :// www . aaobe . co . jp / products / acrobat / readstep 2 .html 

マニュアルを読むには 
1 CD - ROM を CD - ROM ドライプに入れる。 

表紙ページび自動的に Web ブラウザで表示されます。 

Web ブラウヴで自動的に表示されないときは、 CD - ROM に入ってし、 
る index . htm ファイルをダブルクリックしてください。 

2読みたいマニュアルを選択してクリックずる。 

マニュアルの PDF ファイルび開走ます。 

「目次」の各項目をク U ックすると、その見出しのページび表示されま 
す。 


さ部の名跡と働を 


前面 


凸 


〇レンズ 

1/3型用バ U フオー カルレンズを標準装備しています。 

0 フオー カスリング 

NEAR 側へ回すと近いところに、 FAR 側へ回すと遠いところに 
フオーカスびをいます。 

〇ズームリング 


TELE 側へ回すと望遠、 WIDE 側へ回すと広角になります。 

〇 ADJUST (調碧)ネジ 

プラスドライバーを使い、フランジバック（レンズの取り付け画か 
5結像面までの距離)を調整することびでをます。 

包 才ートアイリスレンズ端子 


才ートアイ U スレンズ ( DC 制御タイプ)のケーブルを接続すると、 
レンズに電源や制御信号を供給します。 

〇トライポッドアタ’プター 

カメラ兰脚などにカメラを固定すると 
きに使用します。着脱巧能のため、本 
体の上面底面のどち引こも取り付け 6 = 4.5 mm 〜7 mm 

られま9。 （ネジ締結状態にて） 



4.5 mm 〜 7 mm 切外のネジを使用すると、取り付けび不完全になつ 
たり、本機の内部を損傷して故障の原因となることげあります。 


〇 NETWORK (ネットワーク）インジケーター 

ネッ トワークに接続されているとさは緑色に点滅します。ネット 
ワークに接続されていないとさは消巧しています。 

〇 POWER (パワ ー) インジケーター 

力 ラに電源び供給されると、 カメラ内部でシステムチェックを行 
し、ます。 

正常の場合はこのインジケーターび点灯します。 

内部でシステムエラーび発生している場をは1秒ごとに点滅しま 
す。この場合は、お買い上げ店、またはお近くのソニーのサービス 
窓口にご相談ください。 


後面 


回 


〇 \(マイク入力)端子(ミニジャック、モノラル） 

市販のマイクを接続します。プラグインノ':ワー方式(基準電圧 
2.5 VDC ) に対応しています。 

⑩巧（ライン出力)端子（ミニジャック、モノラル） 

市販のアンプ内蔵スピーカーを接続します。 

の落下防止□ープ取り付けネジ巧 

付属の落下防止□ープを取0付けます。 

⑩アース)端子 

AC 24 V 用の屋体アースです。 


ごま意 


AC 24 V または DC 12 V で電源供給する場含、本磯の最大消費電力は9 
W になります。電源許容量をご確認の上、接続してください。 

⑩0(映像出力)端子 ( BNC 型） 

本機の映儘をコンポジット信号として出力します。 

⑩ DC 12 V / AC 24 V (電源入力)端子 

DC 12 V または AC 24 V の電源供給装置へ接続します。 

巧 PC カードレバー 

PC カードス n ットに装着され rcPC カードを抜くとさに使用しま 
す。 

⑩ PC 力ードス□ット 

別売りのワイヤレスカード SNCA - CFV\n または推奨 ATA メモ U - 
カードを装着することびできます。 PC カードは、▲マークのある 
面を下にして、最樓まで巧し込んで確実に装着してください。 

(因） 

ワイヤレスカードの場合は、市販の CompactFlash type II - 
PCMCIA 変換アダプターに SNCA - CFW 1 を入れ、装着します。 
また、 SNCA - CFW 1 には別売りのワイヤレス LAN アンテナ 
SNCA - AN 1 を取り付けることびでさ、無線 LAN での通信可能範囲 
を広げることびでをます。 

の I / O ポート 

外部センサー入力、アラーム出力端子として使用します。また周辺 
機器と接続します。 


ピン配列 


ピン番号 

ピン名称 

ピン番号 

ピン名称 

1 

センサー入力1+ 

7 

アラーム出力2 + 

2 

センサー入力1 -( GND ) 

8 

アラーム出力2— 

3 

センサー入力2 + 

9 

GND 

4 

センサー入力2 - ( GND ) 

10 

GND 

己 

アラーム出力1+ 

11 

RS 232 C ■ RX 

6 

アラーム出力1一 

12 

RS 232 C - TX 


⑩リセットスイッチ 

先の細いもので、このスイッチを押しなび5電源を供給すると、エ 
場出荷時の設定に戻0ます。 

⑩ LAN ポ—卜 （ RJ 45) 

ネットワークケーブル （ UTP 、 カテゴリー日）を使用してネットワー 
ク （1 0巨 ASE - T /10 日 BASE - TX ) に接続します。 

PoE 接続については、裏面の「電源の接続」をご覧くださし、。 

(裏面へ続く） 


ごま意 


Adobe Reader のパージヨンによってファイルび正しく表示されないことび 
あります。 r 準備」の項の URL より最新のソフトウエアをダウン□ー ドしてお 
使いください。 

CD - ROM が破損または紛失したため、新しい CD - ROM をご蒂望の場合は、 
ソニーのサービス担当をにご依頼 < ださい(有料)。 


レンズは確実に取り付ける 


〇 

指巧 


レンズはネジ部をしっか0締めて取り付けて < ださし、。 
取り付けかたびゆるいと、レンズびはずれて、けがの原因 
となることびあります。 

また、1年に一凰ま、取り付けびゆるんでいないことを点 
検してください。また、使用状況に応じて、点検の間隔を 
短くしてください。 
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カメラの映像を見る 


本機を廃棄するとをは 
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正面(付属カバー取り列し時） 正面(付属カバー取り付け時） 




側面咐属カバー取り列し瞄 



側面(付属カバー取り付け時） 
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この設置説明書にしたびってカメラを正しく設置、接続したあと、付属の CD - 
ROM に収録されているユーヴーガイドをご覧になって操作してください。 



カバーの 取り付け 


フ□ントカバー、レンズケーブルカバー囚 

1 フ□ントカ J (—を本体か6少し (5 mm 程度)離して取り付ける。 

2 レンブケーブルカノ（一の後ろ側の m を巧に入れる。 

3 レンブケーブルカバーの前側の m びフ□ントカバーに入るように、フ 
□ントカバーをスライドさせる。 

4 付属のフ□ントカバー用ネジでフ□ントカバーを固定する。 

ケーブルカバー旦 

1 ケーブルカバーの巧位置を上側にし、ケーブルカバーの巧を通して各 
ケーブルを本体に接続ずる。 

2 ケーブルカバーにある4箇所の m を本体の巧にあわせ、パチンと押しは 
める。 


落下防止□-プの取り付け 田 


天井や高い場所にカメラを設置する場含は、落下事故防止のため、必ず付属 
の落下防止□ープを取0付けてください。 

落下防止□ープは、図のよラに付属の段付さビスで本機後面の落下防止 □- 
プ取り付けネジ巧に取0付けます。 


接続 


電源の接続 


旧 


本磯は、次の3通りのち法で電源を接続でさます。 
•DC 12 V 

• AC 24 V 

• IEEE 802.3 af 準拠の電源供給装置 ( PoE > 方式） 

* PoE : Power over Ethernet の略です。 


ごま意 


電源入力端テと LAN ポートの両方から電源び供給された場含、 LAN ポートから 
の電源げ優先されます。 

〇 DC 12 V または AC 24 V 電源への接続 

DC 12 V または AC 24 V は、樓面の電源入力端テに接続します。 

• DC に V または AC 24 V は、 AC 100 V に対して絶縁された電源を使用し 
て < ださい。それぞれの電源の使用電圧範囲は次の通0です。 

DC 12 V : 10.8 V -13.2 V 
AC 24 V : 21.6 V -26.4 V 

• DC に V または AC 24 V の配線には、 UL ケーブル ( VW -1 style 100 7) 
を使用してください。 

• AC 24 V 電源を使巧する場含は、ふ(アース)端テに接地配線してくださ 
い。 

• 電源とカメラを接続するときの推奨ケーブルは次のようにな0ます。 


DC 12 V の場含 


ケーブル (AWG) 

#24 

(0.22mm) 

#22 

(0.33mm) 

背2日 

(0.52mm) 

#18 

(0.83mm) 

最大ケープル長 
(m) 

10 

15 

25 

40 


AC 24 V の場合 


ケーブル (AWG) 

#24 

(0.22mm) 

#22 

(0.33mm) 

#20 

(0.52mm) 

#18 

(0.83mm) 

最大ケープル長 
(m) 

30 

50 

80 

130 


© IEEE 802.3 af 準拠の電源供給装置への接続 

IEEE 802.3 af 準拠の電源供給装置は LAN ポートを通して電源を供給しま 
す。詳しくは電源供給装置の取扱説明書をご覧<ださい。 


をな仕様 


電源電圧 DC 12 V +1 日％ 

AC 24 V +10 %、50/60 Hz 
PoE 

消費電力 最大 9 W 

使用温度 0む〜+50で 

保を温度 一20で〜十60で 

動作湿度 2日〜8日％ 

保存湿度 2日〜9己％ 

外形寸法(幅/高さ/奧行を）囚 

付属カバー取り外し時： 

84X69X196 mm 
付属カバー取り付け時： 

9 目 . 7x69x2 目日 mm 

トライポッドアダプター、および突起部含まず 
質量 付属カバー取りかし時：約 750 g 

付属カバー取り付け時：約 880 g 

付属品 CD - ROM (ユーヴーガイド、付属プ□グラム）（1)、落下防止 

□-プ（1)、段付さビス M 4(1)、 ケーブルカバー(1)、フロ 
ントカバー（1)、レンズケーブルカバー（1)、フ□ントカ 
バー巧ネジ(1)、保証書(冊テ）（1)、設置説明書 （1) 

別売りアクセサリー 

ワイヤレスカード SNCA - CFW 1 
ワイヤレス LAN アンテナ SNCA - AN 1 

本機の仕様およびか観は、改良のため予告なく変更することびありますび、 
ご了承くださし、。 


定期点検のお願い 

本磯を長期間ご使用になる場合は、安全にお使いいただくため、定期点検 
をお願いします。 

が観上は異常びなくても、使巧頻度によって部品び祟化している可能性び 
あり、故障したり事故につなびることびあります。 

♦詳しくはお買い上げ店またはソニーの相談窓口にご相談ください。 


補修用部品の保有年数 

浦修用性能部品は製造打ち切り後、7年間保有しまず。 


環境保護のため充電式ボタン型電池を取0がし、適宜処理してくださ 
い。 

1 ネジ4本をがし、本機の底板を取0がす。 

2 ボタン型電池び付いている基板をラジオペンチなどでつかみ、矢印 
の方向に折り巧ばてかす。 


巧証書とアフターサービス 


保証書 

この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの隙にお受け 
取りください。 

所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してくだ 
さい。 

アフターサービス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご費になってお調べください。 

それでも具合の悪いときはサービスへ 

お買い上げ店、またはお近くのソニー業務用商品相談窓□にご相談くだ 
さい。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳しくは保証書 
をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持で走る場合は、ご要望により有料修理させてい 
たださます。 






































































































































































































